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 「人間万事塞翁が馬」とは、「人生における幸不幸は予測しがたいということ。幸せが不幸に、不

幸が幸せにいつ転じるかわからないのだから、安易に喜んだり悲しんだりするべきではないという

例え」のことですが、現在の社会情勢や子どもたちを育てていくということにおいても、まさにその

通りであることを日々痛感します。 

 

 現在、新型コロナウイルスのオミクロン株が猛威をふるっています。この２年間、私たちの社会に

大きな影響を及ぼしてきました。社会活動を従来の形で実施していくことが難しくなり、変更や中

止を迫られたものもたくさんあります。ご存知のように、学校における教育活動も同様です。 

 

 このような状況は、誰一人として望んだものではなかったでしょうし、残念な思いになるような

変更や中止もたくさんありました。これからも様々な場面に新型コロナウイルスの影響が表れてく

ることと思います。 

 

 しかし、今現在ネガティヴな状況ではありますが、私たち一人一人を含めた新型コロナウイルス

との戦いから、今後ポジティブなものがたくさん生み出されていくことも考えられます。今後出現

するであろう感染症への対応などの医療の進歩。健康への意識の高まり。分断された人間関係にお

いても私たちがつながり続けるためのツールの開発。学校においても、一つ一つの行事の見直しに

繋がり、それを発端としてよりよいものが生まれていく可能性があります。 

 

 このように考えると、新型コロナウイルスの出現も「人間万事塞翁が馬」と言えるのかもしれませ

ん。 

 

 「子どもたちを育てる」ということにおいても同じことが言えるのではないでしょうか。「今」と

いう一瞬だけを小窓から見ていると、「うまくいかないな。」「この接し方で正解なのかな。」「失敗だ

ったかもしれない。」と悩み、落ち込んでしまうこともあるでしょう。しかし、例え「今」がうまく

いっていないように見えても、保護者として、教職員として、本気で子どもたちのことを考え、試行

錯誤してきたことは、「未来への投資」「子どもたちの成長の肥やし」となっていることを信じていく

ことも大切なのではないでしょうか。一つ一つの出来事に一喜一憂し過ぎず、「未来」までを見据え

た大きい窓から見守っていくことで、「人間万事塞翁が馬」という言葉の本当の意味が見えてくるよ

うに思います。 
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